
 

 

                                 
2008 年 10 月 23 日 

チャレンジ九州・中小企業がんばれファンド 

  第 4 号投資先企業の決定のお知らせ 

「株式会社セパシグマ」に出資内定 

   

株式会社ドーガン・インベストメンツ（本社：福岡市 代表取締役 森 大介）は、当社

が運営を行い、株式会社西日本シティ銀行、株式会社九電工、独立行政法人中小企業基盤

整備機構（中小機構）が出資をしております「チャレンジ九州・中小企業がんばれ投資事

業有限責任組合」（略称：チャレンジ九州・中小企業がんばれファンド）を通じ、株式会

社セパシグマが実施した第三者割当増資を引き受け、10百万円の出資を行いました。本件

投資が同ファンドの投資先第 4号となります。 

                 ◇ ◇ ◇ 

株式会社セパシグマは、独自に開発し国際特許を取得した膜技術により、血漿分画製剤

などの医薬品製造工程におけるウィルス除去をより効率的に行うことのできる膜を開発し

ており、これをモジュール化して販売することで高いマーケットシェアを取ることが期待

されています。 

 

また、同社の膜技術は、医薬品メーカーのみならず、食品・環境など各分野のリーディ

ングカンパニーからの注目を集めており、単なる医薬品製造工程のウィルス除去膜メーカ

ーとしてではなく、広範な分野で応用可能な膜技術を有するナノテク企業として市場に認

知させることができ、グローバルな成長が期待できます。 

 

弊社といたしましては、このような可能性を持つセパシグマの技術開発を支援すること

は、「九州地区に拠点を置き、更なる飛躍の可能性を秘めた中小企業の新事業展開を積極

的に支援する」という当ファンドの設立趣旨にも則するものと考え、投資を決定いたしま

した。 
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■投資先企業/株式会社セパシグマについて 

生物由来原料からできたバイオ医薬品中に存在する可能性のある、ウィルス等の感染性

微粒子を除去する為の膜分離装置を開発する。特別に設計された孔構造を持つ高分子平膜

を用い①孔拡散型②濾過型の２種を開発し、膜分離ユーザーの安全対策に寄与する。 

【株式会社セパシグマ 会社概要】 

 

 

 

 

会社名 株式会社セパシグマ 

所在地 北九州市若松区片山一丁目２番４３号 

代表者 代表取締役社長 真鍋 征一 

事業 

内容 

分離用及び濃縮用の高分子膜の製造・販売 

高分子膜を利用した分離装置・濃縮装置の製造・販売 

分離膜の検査試薬及び検査装置の製造・販売 

資本金 9,900 万円 

URL http://www.sepa-sigma.com/index.html 



 

 

 

■ 「チャレンジ九州・中小企業がんばれ投資事業有限責任組合」概要   

※「がんばれ！中小企業ファンド」出資事業は、平成 16年度から中小企業庁にて、新たに実施された中小企業支援施策であり、 

同庁が所轄する（独）中小企業基盤整備機構が実施機関として、ファンド総額の１/２を上限に出資を行い、目利き能力や販

売ネットワークを有する民間パートナーとともに投資ファンドを組成し、投資先の経営実態に即した資金供給と踏み込んだ経

営支援により、中小企業の新事業展開・第二創業へのチャレンジを積極的に支援するためのものです。 

    

    ・この件に関するお問い合わせ 

㈱ドーガン・インベストメンツ http://www.dogan.jp 

  〒810-0041 福岡市中央区大名 2丁目 4番 22号 

TEL：092-739-2311（担当：林） FAX：092-739-2317 E-mail：hayashi@dogan.jp 

ファンド総額 10 億円程度 

ファンド設立形態 投資事業有限責任組合 

出資者 ・ 中小企業基盤整備機構 http://www.smrj.go.jp 

・ 西日本チャレンジ投資事業有限責任組合 2号（※） 

・ 株式会社 ドーガン・インベストメンツ http://www.dogan.jp/ 

(※)「西日本チャレンジ投資事業有限責任組合 2号」の出資者 

・株式会社九電工 http://www.kyudenko.co.jp 

・ 西日本シティ銀行  http://www.ncbank.co.jp/index.html 

・株式会社 NCB 経営情報サービス http://www.johoza.co.jp/ 

投資対象 主な拠点が九州圏内（九州各県・山口県・沖縄県）にあり、優れたアイデアや技術・ 

ノウハウ・ビジョンをもって新商品の開発、新事業展開にチャレンジする中小企業 

（業種・業歴不問） 

主な投資形態 ・ 株式（普通株・優先株）、新株予約権付社債の取得 

・ 融資、新株予約権付融資 

組合の存続期間 約 7年（但し、2年を限度に延長可） 


